
「高齢者安心サポートに関する協定」調印式／市長ダイアリー 北秋田市民歌の歌詞が決定

▲協定を締結し握手を交わす、津谷市長と
八巻秀雄鷹巣郵便局長

　
市
内
15
郵
便
局
と
市
の
「
高
齢
者
安
心

サ
ポ
ー
ト
に
関
す
る
協
定
」
の
調
印
式
が

10
月
31
日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
、
高
齢
者

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
の
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
協
定
は
、
郵
便
配
達
時
や
郵
便
局
で
の

窓
口
対
応
の
際
に
、
郵
便
物
や
新
聞
が
３

日
以
上
郵
便
受
け
な
ど
に
溜
ま
っ
て
い
る

場
合
や
振
り
込
め
詐
欺
の
疑
い
が
あ
る
場

合
、
鷹
巣
郵
便
局
を
通
し
て
市
役
所
や
警

察
署
、
消
防
本
部
な
ど
の
関
係
機
関
へ
連

絡
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
郵
便
配
達
時
に
お
け
る
見

守
り
協
定
を
市
町
村
と
締
結
し
て
い
る
事

例
は
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
加
え
て
、

窓
口
対
応
時
の
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
協
定

を
締
結
し
た
の
は
、
東
北
地
方
で
は
当
市

が
初
め
て
で
す
。

　
調
印
式
に
は
市
と
郵
便
局
の
関
係
者
10

人
が
出
席
し
、
津
谷
市
長
と
市
内
郵
便
局

を
代
表
し
て
八
巻
秀
雄
鷹
巣
郵
便
局
長
が

協
定
書
に
署
名
し
ま
し
た
。

　
調
印
後
、
津
谷
市
長
は
「
市
の
高
齢
化

率
は
９
月
末
現
在
37
・
77
％
。
悪
徳
商
法

な
ど
か
ら
高
齢
者
を
守
る
見
守
り
活
動
の

推
進
が
重
要
な
課
題
で
す
。
平
成
17
年
に

は
郵
便
局
と
災
害
時
に
お
け
る
相
互
協
定

に
関
す
る
覚
書
も
締
結
し
て
お
り
、
災
害

時
は
も
と
よ
り
、
市
民
が
安
心
し
て
安
全

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

る
市
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
今
後
も
一

層
の
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
」
な
ど
と

あ
い
さ
つ
。

　
続
い
て
八
巻
局
長
は
「
市
内
に
は
簡
易

郵
便
局
を
除
き
15
郵
便
局
が
あ
り
、
そ
の

中
で
郵
便
配
達
に
約
50
人
、
貯
金
や
保
険

な
ど
の
個
別
訪
問
活
動
に
約
10
人
、
窓
口

対
応
に
約
40
人
の
合
わ
せ
て
１
０
０
人
の

社
員
が
業
務
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

郵
便
局
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
最
大
限
に
活

用
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り

に
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
と

述
べ
ま
し
た
。

に
了
解
を
得
て
い
ま
す
」
な
ど
と
報
告
し

ま
し
た
。
ま
た
、
審
査
の
基
準
に
つ
い
て

「
小
学
校
の
中
学
年
以
上
の
人
が
、
読
ん

で
理
解
の
で
き
る
歌
詞
で
あ
る
こ
と
と
、

格
調
が
高
く
、
歌
い
や
す
い
歌
詞
に
し
た

い
と
考
え
選
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回

の
応
募
作
品
を
見
る
と
『
大
野
台
』、『
伊

勢
堂
岱
』、『
マ
タ
ギ
』、『
大
太
鼓
』 

と
い

う
固
有
名
詞
が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
北

秋
田
市
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
と
、

歌
詞
に
は
で
き
る
だ
け
入
れ
な
い
方
が
良

い
と
い
う
方
向
で
話
し
合
い
ま
し
た
」
な

ど
と
説
明
。

  

報
告
を
受
け
、
津
谷
市
長
は
「
北
秋
田

市
の
姿
を
表
し
、
市
民
が
夢
と
希
望
を
持

て
る
歌
詞
を
選
ぶ
と
い
う
こ
と
で
、
大
変

ご
難
儀
を
お
掛
け
し
ま
し
た
。
旧
町
や
各

地
域
の
歴
史
や
文
化
は
大
事
に
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
う
し
た
も

の
を
歌
詞
に
入
れ
て
い
く
と
、
合
併
し
た

北
秋
田
市
と
い
う
全
体
の
一
体
感
が
薄
れ

て
し
ま
う
の
で
は
と
い
う
心
配
が
あ
り
ま

し
た
。
市
民
歌
は
北
秋
田
市
の
融
和
と
、

こ
れ
か
ら
市
を
支
え
る
若
い
人
が
希
望
と

夢
を
も
っ
て
も
ら
え
る
た
め
の
励
ま
し
の

歌
で
も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
歌
詞
を

決
定
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」
な
ど
と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
作
曲
者
と
し
て
応
募
い
た
だ

い
た
27
人
に
今
回
決
定
し
た
歌
詞
を
送
り
、

平
成
26
年
１
月
31
日
ま
で
に
作
曲
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
選
定
委
員
会

で
選
考
し
、
平
成
26
年
３
月
中
の
完
成
を

目
指
し
ま
す
。

　
最
優
秀
賞
の
岡
部
さ
ん
は
、
歌
詞
に
つ

い
て
「
未
来
へ
と
羽
ば
た
く
活
気
あ
ふ
れ

る
北
秋
田
市
の
姿
を
、
北
秋
田
市
の
風
景

の
中
に
織
り
込
み
、
表
現
し
た
も
の
で
す
。

幅
広
い
世
代
の
皆
様
に
想
い
が
伝
わ
る
よ

う
に
出
来
る
だ
け
シ
ン
プ
ル
な
言
葉
を
多

用
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
夢
を
抱
い
て

希
望
に
輝
く
北
秋
田
市
の
姿
が
、
浮
か
び

上
が
る
よ
う
な
市
民
歌
に
仕
上
げ
ま
し

た
」
と
コ
メ
ン
ト
を
し
て
い
ま
す
。

「
高
齢
者
安
心
サ
ポ
ー
ト
に
関
す
る
協
定
」
調
印
式

安
心
・
安
全
目
指
し
郵
便
局
と
連
携

市
民
歌
制
定
委
員
長
が
津
谷
市
長
へ
報
告

◇
10
月
16
日
〜
11
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

10
月
16
日（
水
）▽
平
成
25
年
北
秋
田
市
議
会
第
５
回
臨
時
会（
議
事
堂
）

18
日（
金
）▽
平
成
25
年
度
北
秋
田
市
花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式（
中
央
公
民
館
）

▽
合
川
中
学
校
生
徒
ほ
か「
合
川
ま
と
火
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０

１
３
」報
告（
本
庁
舎
）

19
日（
土
）▽「
大
綱
引
き
大
会
２
０
１
３
」開
会
式（
銀
座
通
商
店
街
）

22
日（
火
）▽
第
２
回
秋
田
内
陸
地
域
公
共
交
通
連
携
協
議
会（
阿
仁
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
）

24
日（
木
）▽
小
森
大
清
水
会
ほ
か
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
活
動
賞
等
受
賞
報

告（
本
庁
舎
）

25
日（
金
）▽
大
沢・田
沢
会
館
合
同
完
成
祝
賀
会（
栄
公
民
館
）

26
日（
土
）▽
第
７
回
北
秋
田
市
産
業
祭
開
会
式（
鷹
巣
体
育
館
）▽
自
由
民
主
党

秋
田
県
連
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
本
部
に
よ
る
政
策
説
明

会（
秋
田
市
）

27
日（
日
）▽
現
代
詩
の
祭
典
次
期
開
催
地
引
継
セ
レ
モ
ニ
ー（
山
梨
県
笛
吹
市
）

30
日（
水
）▽
日
沿
道
秋
田
県
北
部
期
成
同
盟
会
Ｈ
25
秋
期
合
同
要
望（
東
京
都
）

11
月
２
日（
土
）▽
藤
里
町
町
制
施
行
50
周
年
記
念
式
典（
藤
里
町
）▽
出
川
禮
一
さ
ん

「
信
頼・友
情
の
八
十
年
」出
版
を
祝
う
会（
中
央
公
民
館
）

５
日（
火
）▽
合
川
北
地
区
自
治
会
長
会
行
政
報
告（
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
あ
い
か
わ
）

６
日（
水
）▽
秋
田
県
・
市
町
村
協
働
政
策
会
議
総
会（
秋
田
市
）▽
平
成
25
年
度

秋
田
県
知
事
と
市
町
村
長
と
の
行
政
懇
談
会（
秋
田
市
）

７
日（
木
）▽
12
月
補
正
予
算
市
長
査
定（
本
庁
舎
）

８
日（
金
）▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）▽
綴
子
地
区
行
政
懇
談
会（
綴
子
基
幹

集
落
セ
ン
タ
ー
）

11
日（
月
）▽
佐
藤
勝
雄
氏
日
本
食
品
衛
生
協
会
会
長
表
彰
受
賞
報
告（
本
庁
舎
）

▽
大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
㈱
第
78
回
取
締
役
会（
同
ビ
ル
）

12
日（
火
）▽
北
秋
田
市
議
会
決
算
特
別
委
員
会
総
括
質
疑（
本
庁
舎
）

13
日（
水
）▽
第
２
回
北
秋
田
市
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
実
行
委
員
会（
本
庁
舎
）

14
日（
木
）▽
秋
田
県
選
出
国
会
議
員
と
秋
田
県
市
長
会
と
の
懇
談
会（
東
京
都
）

15
日（
金
）▽
第
９
回
全
国
ど
ぶ
ろ
く
研
究
大
会
第
１
回
実
行
委
員
会（
中
央
公
民
館
）

  
  

北
秋
田
市
民
歌
制
定
委
員
会
の
亀
谷
健

樹
委
員
長
が
、10
月
31
日
、市
役
所
を
訪
れ
、

同
委
員
会
が
選
定
し
た
市
民
歌
の
歌
詞
を

津
谷
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　
市
民
歌
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
平
成
26

年
度
に
予
定
し
て
い
る
市
政
施
行
10
周
年

事
業
に
合
わ
せ
た
市
民
歌
の
公
表
を
目
指

し
、
昨
年
の
12
月
26
日
に
北
秋
田
市
民
歌

制
定
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
検

討
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
歌
詞
に
つ
い
て
は
、
今
年
の
７
月
１
日

か
ら
９
月
30
日
の
期
間
で
募
集
を
し
た
と

こ
ろ
50
件
の
応
募
が
あ
り
、
10
月
29
日
に

開
催
さ
れ
た
制
定
委
員
会
で
の
審
査
の
結

果
、
岡
部
剛
機
さ
ん
（
奈
良
県
）
の
歌
詞

が
最
優
秀
賞
に
、
簗
瀬
均
さ
ん
（
湯
沢
市
）、

穐
山
定
文
さ
ん
（
山
梨
県
）、
福
原
勝
紀

さ
ん
（
北
秋
田
市
）
の
３
氏
が
優
秀
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

  

こ
の
日
、
報
告
に
訪
れ
た
亀
谷
委
員
長

は
、
最
優
秀
作
品
を
津
谷
市
長
に
手
渡
し

「
全
国
か
ら
50
編
の
応
募
が
あ
り
、
作
者

の
名
前
な
ど
は
見
ず
に
厳
正
か
つ
慎
重
に

検
討
し
た
結
果
、
こ
の
作
品
を
最
優
秀
賞

に
決
定
し
ま
し
た
。
一
部
、
制
定
委
員
会

で
補
作
し
て
い
ま
す
が
、
作
者
に
も
す
で

空
を
仰
げ
ば
　
森
吉
の

峰
は
気
高
く
　
そ
び
え
立
つ

若
い
力
と
　
人
の
和
で

幸
せ
築
き
　
進
み
行
く

あ
あ
　
誇
ら
し
い
　
北
秋
田

希
望
に
輝
く
　
ふ
る
さ
と
よ

水
は
き
ら
め
く
　
米
代
と

阿
仁
の
流
れ
が
　
つ
む
ぐ
夢

め
ぐ
る
季
節
も
　
鮮
や
か
に

豊
か
な
恵
み
　
幸
を
呼
ぶ

あ
あ
　
麗
し
い
　
北
秋
田

命
を
彩
る
　
ふ
る
さ
と
よ

浪
漫
漂
う
　
縄
文
の

遙
か
な
歴
史
　
受
け
継
い
で

理
想
抱
い
て
　
は
ず
む
声

文
化
の
花
も
　
咲
き
香
る

あ
あ
　
愛
お
し
い
　
北
秋
田

未
来
へ
羽
ば
た
く
　
ふ
る
さ
と
よ 

北 
秋 
田 

市 

民 

歌

作
詞
　
岡 

部 

剛 

機

補
作
　
市
民
歌
制
定
委
員
会

▲最優秀作品を津谷市長へ手渡す亀谷健樹
制定委員長

一
、

二
、

三
、

お
か
べ
た
け
き

や
な
せ
ひ
と
し

あ
き
や
ま
さ
だ
ふ
み

ふ
く
は
ら
か
つ
の
り
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